
  

 

 

 

 

 

 

 

副学園長・北野小学校 校長  清水 晃  

 

新指導要領の総則には「持続可能な社会の創り手となることが期待される児童・生徒に（中略）どのような

資質・能力の育成を目指すのかを明確にしながら、教育活動の充実を図るものとする。」と示されています。

すなわち、子どもたちが社会に出てからも、学んだことを生かし、「持続可能な社会の創り手」に必要な資質・

能力を育成することが必要とされています。 

そこで、今回の改訂について中央教育審議会より学校教育の改善の方向性として６つの枠組みが示されてい

ます。 

（１）「何ができるようになるか」（新しい時代に必要となる資質・能力の育成と学習評価の充実） 

（２）「何を学ぶか」（新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた教科・科目の新設や目標・内容の見直し） 

（３）「どのように学ぶか」（主体的・対話的で深い学び～アクティブラーニング～の視点からの学習過程の改善） 

（４）「子ども一人ひとりの発達をどのように支援するか」（子どもの発達を踏まえた指導） 

（５）「何が身に付いたか」（学習評価の充実） 

（６）「実施するために何が必要か」（学習指導要領の理念を実現するために必要な方策） 

 特にその中でも「何ができるようになるか」という「育成を目指す資質・能力」について３つの柱が示され

ています。 

① 何を理解しているか、何ができるか（生きて働く『知識・技能』の習得）」…習得 

②「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる『思考力・判断力・表現力等』

の育成）」…活用 

③「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそうとする『学びに向  

かう力・人間性等』の涵養）」…探求 

 

 新指導要領とはいっても、ここで示されていることは、これまでのものと比べても根本は大きく変更されて

いるものではありません。内容をよく読んで、目の前の子どもたちの姿に照らし合わせてみても、特に目新し

かったり難しかったりするものではありません。しかし明らかなのは、知っている、もっている、分かってい

る、待っている・・・だけでよいのではなく、それを「より主体的に」「能動的」「挑む」「活用する」「より生

きて働く」など「よりよい社会を創るという目標をもって、社会と連携・協働しながら、未来の創り手を育成

する」という強い思いが表れています。 

 東三鷹学園でも、全教職員の教育力を結集し、９年間を通して子どもたちがより主体的に、より対話的、協

働的に行動できるように教育活動を行っていきたいと思います。そのためにはご家庭との共通理解や地域の

方々との協働が欠かせません。これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

―三鷹市立第一小学校・北野小学校・第六中学校－ 

新指導要領完全実施に向けて 
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東三鷹学園学園長 

三鷹市立第一小学校長 

仲 光  秀 城 



★第一小学校・北野小学校 ６年生「合同水泳記録会」 ８／２８(水) 
８月２８日水曜日に、第一小学校のプールにて、一小・北野小合同の水泳記録会が行いました。水泳記録会は

６年間の水泳学習の成果を発揮する場です。緊張していながらも、お互いの学校の友達を見て、再会をとても喜

んでいました。 

自己ベストを更新できたり、思うような結果がでなかったりといろいろな結果があったともいますが、全力を

出し切った子どもたちの表情は、とても充実したものとなっていました。 

６月の自然教室で仲が深まった成果でしょうか。一小・北野小にかかわらず、友達が泳いでいる時には、元気

な声で声援をおくる姿が見られました。この記録会を通して、絆がより一層深まったと思います。 

来年の４月からは、六中で一緒に学校生活を送る子がたくさんいます。その時に、さらに成長した姿で再会で

きるよう、残りの小学校生活を充実したものにしていってほしいと願っています。（北野小 前田） 

   

   

 

 

 

 

 

 学園の活動紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東三鷹学園の研究 

★第六中学校 

1 年生農業体験 ６月２６日(水) 

１年生は 30 班に分かれて、三鷹市内地域

の農家宅を訪問し、農業体験を行いました。 

当日は梅雨の合間で好天に恵まれ、タマネ

ギやトウモロコシ、枝豆などの収穫、草取り、

道具や用具の片付けなど、生徒たちは様々な

作業を体験させていただき、充実した時間を

過ごすことができました。 

事前学習では作物調べを行い、事後学習で

はグループで体験のまとめを発表し、個人で

はインタビュー内容等をレポートにまとめ

ました。 

農家の皆様には、お忙しい中、ご協力をい

ただき、本当にありがとうございました。 

（第六中：宮林） 

★第六中学校 

2 年生職業体験 6 月 2６日(水)～2８日(金) 
2 年生は、上記の 3 日間で職場体験を行いました。近隣の地

域の保育園、幼稚園、販売店、飲食店など５８か所の事業所に

分かれて１日 6時間程度の体験活動を行いました。 

活動中は学習カードに学んだことを書き、職場へのインタビ

ューも行いました。体験後は、活動をまとめたレポートを作成

し、お礼状も作成しました。 

 事業所の皆様には、お忙しい中、ご協力いただき、本当にあ

りがとうございました。（第六中：田中） 

 

 

 

 

 

海上技術安全研究所       回転寿司店 

   

 
思いを表現し、学びを深める子どもの育成 

 
 思いを表現することを通じて、自らの深い学びを実現させること 
のできる児童・生徒を育成していきます。 
  ・１０月３１日（木） 第一小学校 

・１０月３１日（木） 第六中学校 
・１１月２８日（木） 北野小学校 

2 学期は、上記の日程で、研究授業が行います。（第一小：井上） 


